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1 はじめに
近年, 自然言語による対話機能を持つ対話システム

が社会に普及してきている. 日常的な雑談を行う非タ
スク指向対話システムには, 今後の発展と普及の中で,
人との多様な関係性が想定される. 人同士の会話にお
ける, 相手との関係性に応じた発話戦略の類型論とし
てポライトネス理論 [1]がある. 対話システムでも, 相
手との関係性を考慮した発話を行うことで会話を円滑

に進めることができ, 対話継続欲求に良い影響がある
と考えられる. そこで本研究では, 比較的親しい間柄
で行われるポジティブ・ポライトネス戦略発話の中で,
特に親しい友人同士に見られるからかいやいじり, 皮
肉などの攻撃的ユーモア発話 [2]に着目する. ユーザー
の行動/状況報告に対して, 親しい友人関係を想定して
攻撃的ユーモア応答を行うシステムを構築する.

2 提案手法
本研究の提案手法の流れを図 1に示す.
攻撃的ユーモア応答が可能なモデルを構築するため,
ルールベースの前処理を用いて Twitterから取得した
行動/状況報告のツイート・リプライペア (Twitterデー
タ)に対し, 半教師あり学習に類するラベリングを行
う. Twitterデータを一部分割し, 実際にあったツイー
トに対してお笑い芸人に攻撃的ユーモア応答を作成

してもらう (芸人データ). 芸人データに対し, 攻撃的
ユーモア度と暴言度について印象評定実験を行い, そ
れぞれの得点で一定基準を満たすペアを「攻撃的ユー

モア (humor)」, それ以外を「その他一般 (other)」と
してラベリングする. 芸人データをもとに, ツイート・
リプライペアに対する攻撃的ユーモア判別モデルを構

築する. 攻撃的ユーモア判別モデルは, BERT[3]の日
本語事前学習済みモデル [4]をファインチューニング
する形で学習する. 芸人データ作成に利用しなかった
Twitterデータを攻撃的ユーモア判別モデルにかけて
ラベリングする (攻撃的ユーモア判別後データ). 攻撃
的ユーモア判別後データと芸人データを合わせて対話

図 1: 提案手法の流れ

システム構築用データとし, seq2seqモデルでの対話
システム構築に利用する.
対話システムのモデルには, seq2seqの一種である

Transformer[5]を使用する. seq2seqモデルの学習で
は, 推論時の条件分岐や言語モデルの効率的な学習を
期待し, 特殊トークンを用いた学習を行う. 学習デー
タのラベルに合わせて, 入力発話の文末に <humor>
と<other>いずれかの特殊トークンを付与した上で,
同一のモデルを学習する.

3 評価実験

3.1 実験に用いたデータ

2019年 6月 28日から 2019年 12月 19日にかけて
約 777万件のツイート・リプライペアを Twitterから
取得した. 提案手法の流れに沿って前処理と分割を行
なった結果, 芸人データは 1346件 (入力文ユニーク数
673件), 残りの Twitterデータは 78721件となった.
芸人データの攻撃的ユーモア度と暴言度には, 8名

の被験者による 5段階の印象評定得点の平均値を利用
した. 本研究における攻撃的ユーモアを「攻撃的ユー
モア度が平均値 (2.5)以上かつ暴言度が 3.0以下のも
の」と定義し, humorラベルが 546件, otherラベルが
800件となった.
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3.2 攻撃的ユーモア判別モデルの評価

本研究で定義する攻撃的ユーモアに対する, ラベリ
ングの妥当性を測るため, 攻撃的ユーモア判別モデル
の評価を行った. 精度は F値において 0.72となった.
攻撃的ユーモア判別モデルを,芸人データ作成に利用
しなかったTwitterデータへ適用し, 13287件の humor
ラベルペアと 65434件の otherラベルペアを取得した.

3.3 攻撃的ユーモア応答生成の評価

システムの攻撃的ユーモア応答生成能力を測るため,
32人の被験者による印象評定実験を行った. 同じ入力
に対して, システム応答の humor群と other群, 人手
作成の芸人データテスト群の 3群を設けた. 刺激は 1
群あたり 68件とし, 各群の発話・応答ペアに「攻撃的
ユーモアであるか」の 5段階評価を求めた. 印象評定
得点をユーザーごとに平均 0, 分散 1となるよう標準
化し, 刺激ごとに平均値を算出した.

Wilcoxon signed-rank testの結果, 全群の間で p <

.01の有意差が見られた (図 2). 提案手法によって, 芸
人データほどでは無いが, その他一般応答より攻撃的
ユーモアらしい応答が可能であると示した.

図 2: 攻撃的ユーモア印象評定の結果

3.4 対話継続欲求の評価

攻撃的ユーモア発話が対話継続欲求に与える影響を

検討するため, 32 人の被験者による印象評定実験を
行った. 同じ入力に対して, システム応答の humor群
と other群の 2群を設けた. 刺激は 1群あたり 68件
とし, 各群の発話・応答ペアに「応答として有り得る
か」「継続して対話したいか」の 5段階評価を求めた.
加えて, 被験者特性として攻撃的ユーモア志向尺度 [6]
と日常生活における笑いに関する自己評価 [7]の 13項
目への回答を求めた.

被験者特性合計点の平均値である 36.19を境目とし
て, 被験者を high_humor群と low_humor群の 2群
に分けた. 被験者群は各群に 16人ずつ被験者が含まれ
ることとなった. 各印象評定得点をユーザーごとに平
均 0, 分散 1となるよう標準化し, 刺激ごとに被験者群
ずつ平均値を算出した. 応答の適切さによる対話継続
欲求への影響を減らすため, humor群と other群でい
ずれも「応答として有り得るか」の標準化得点が 0以
下のものを削除し, 刺激は 1群あたり 37件となった.

Wilcoxon signed-rank testの結果, 「継続して対話
したいか」について 2 群間で有意差は見られなかっ
た. 一方で, 攻撃的ユーモア志向尺度 [6]と日常生活に
おける笑いに関する自己評価 [7]の得点が高い被験者
(high_humor)において, humor群の平均値に上昇が
見られ, 攻撃的ユーモア発話が対話継続欲求に良い影
響がある可能性を示した (表 1).

表 1: 被験者群/刺激群別の対話継続欲求の平均と分散
high_humor low_humor

humor other humor other
平均値 0.019 0.014 0.005 0.109
分散 0.275 0.607 0.289 0.690
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